
 

 

 

 

 

● この先どうなっていくのか不安が募りますが，今やるべきことを着

実にやっていきましょう。 

課題が郵送されてから 10 日ほど経ちましたが，皆さん学習は順調に進んでいるでしょう

か。ほとんどの人が，スタディサポート関係を全て終了させ，各科目の課題に取り組んでいる

最中だと思います。分からないことや相談事があるときは，遠慮せず学校に電話してほしいと

思います。 

課題に熱心に取り組んでいる中，またまた休校期間が延長され，課題の提出日が先延ばしに

なってばかりですが，今回は再度休業期間が延長されることがあっても，これまでの課題を提

出する機会を設ける予定です。いつ，どのように提出するかは 5/7 に連絡します。したがっ

て，これまでの課題は本来の提出期限（「最初の授業で提出」となっているものは 5/8 が目

安です。）に提出できる状態にしておきましょう。 

例年ですとこの時期の３年生は，新しいクラスにも慣れ，本格的に授業も始まり，部活や委

員会活動で多忙な毎日を過ごしているはずでした。しかし，今年は全く異なることになってし

まいました。そして，この先もどうなっていくのか私にも皆目見当がつきません。大変不安な

状況ではありますが，特に学習に関しては，何もしなければ今以上に良くなることは何もない

とも思います。これまで以上に皆さん一人一人に，「進取創造」・「自主自律」・「誠実協和」・

「強健不撓」の精神が求められていますけれども，明るく元気に，将来の自分のために何をど

のようにできるか考えながら，今日やるべきことに前向きな姿勢で取り組んでいきましょう。 

 

● 次の登校予定日（５/１（金）13:00現在 さらに変更がある場合は緊急メールで連絡します。） 

5/１１（月）（登校時間等は後日連絡します。） 

 

● これまでの連絡事項のアップデート（５/１（金）13:00現在） 
① ５／７（木）または最初の授業で提出するはずだった課題や提出物について 

⇒提出日・方法について検討中です。5/7 に改めて連絡します。再度休校期間が延長 

されることが今後あったとしても提出機会を設けますので，これまでの課題は本来 

の提出日までに提出できるようにしておいてください。 

② 第１回全統共通テスト模試（自宅受験）⇒申し込んだ人は期限までに河合塾に提出 

③ 第１回全統記述模試（自宅受験）⇒申し込んだ人は期限までに河合塾に提出 

④ 第１回英検 本会場受検について，実施日が 6/28(日)に変更になりました。 

書店またはインターネットで申し込んだ人は英検ＨＰで日程の確認をしてください。 

⑤ GTEC（7/18(土)実施校内受検）⇒申込期限５／８（金）⇒申込期限を延期します。 

新しい日程は後日連絡します。 

⑥ 第１回看護医療全国模試⇒申し込んだ受験方法（自宅 or 会場）で実施してください。 

  （新）第 2回看護医療全国模試⇒５/11（月）以降に連絡します。 
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⑦ 第１回高校生公務員模擬試験（無料，自宅受験）⇒申込んだ人へ後日問題を郵送します。 

  （新）第 2回高校生公務員模擬試験（無料，自宅受験）⇒5/14（木）申込締切 

  4/20郵送物の中に申込書があるのでそれを使って申し込んでください。 

⑧ 令和２年度，高校在学中の各種奨学金制度について⇒東高 HP に掲載しています。 

⑨ 令和３年度，大学・短期大学・高等専門学校・専修学校へ進学後に日本学生支援機構 

（Jasso）の奨学金（予約採用）を検討している人⇒５／７（木）放課後に説明会 

⇒説明会を再設定します。日程は後日連絡します。なお，日本学生支援機構（Jasso） 

側からも，現在のコロナ情勢を受け，申込み期間の延長の連絡が学校に来ておりますの 

で，ご安心ください。 

 

●今の時期にやっておくべきこと 
小論文や志願理由書，志望動機を書くために，社会の諸問題について知り，探究する活 

動に取り組んでみましょう。 

  ２０２１年度入試では，総合型選抜（旧 AO 入試）や学校推薦型選抜（旧指定校・公募 

推薦）でも小論文や志願理由書を課す大学が増えます。また，進学希望でなくとも社会の 

情勢や仕組みを詳しく知っておくことは大変重要です。 

以下に推薦図書を紹介しますので，図書館や本屋に行けず入手するのが難しい状況で 

すが，参考にしてください。 

 

＜環境＞ 

 

 

 

 

 

 

＜国際問題・異文化理解＞ 

 

 

 

 

 

 

＜教育＞ 

 

 

 

 

 



＜福祉＞ 

 

 

 

 

 

 

＜政治・経済＞ 

 

 

 

 

 

 

 

＜情報・メディア＞ 

 

 

 

 

 

 

＜科学技術＞ 

 

 

 

 

 

 

 

＜医療・看護＞ 

 

 

 

 


